
那覇～名護間を１時間で結ぶ鉄軌道導入に向け、
取組を進めています。

鉄軌道導入に向けた調整
・特例制度の創設 ・整備主体の決定 ・事業主体の決定

計画段階 概略設計
法手続き

工
事
着
手

開 

業・整備計画 ・事業の効果や影響の確認

事業を実施するかの判断

現時点

概略計画の
内容

【H26年度～H29年度】

・ 起終点の概ねの位置
・ 概ねのルート
・ 想定するシステム
・ 駅位置の考え方　など

構想段階（ ）

【構想段階における計画案づくり】
・沖縄県では、鉄軌道を導入し、鉄軌道と各地域を路線バスやモノレールなどで結ぶ公共交通ネットワークの構築に向けて取り組んでいます。
・平成26年度から平成29年度にかけては、県民の皆さまからご意見を頂きながら、鉄軌道の構想段階における計画づくりに取り組みました。
・その間に延べ６万２千人の方からご意見を頂き、寄せられた意見等も踏まえつつ、平成30年5月に概ねのルートなどの概略計画をとりまとめた
　「沖縄鉄軌道の構想段階における計画書」を策定しました。

鉄軌道を骨格軸とする公共交通ネットワークの構築に取り組んでいます。長期的には！
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「沖縄鉄軌道の構想段階における計画書」における
概略計画図

高架構造
地下トンネル( )

凡 例
ルート案（骨格軸）

山岳トンネルおよび
高架構造

米軍施設

地域間の移動を支える
主要なバス網

都市モノレール

高速バス

骨格軸と地域を結ぶ
イメージ(方向)

骨格軸と地域を結ぶ
イメージ(方向)
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鉄軌道導入に向けたスケジュール

鉄軌道駅と地域を
どのように、どんな移動手段で
結んでいくのかは、
これから市町村と
協働で検討していくよ。

鉄軌道駅と地域を
どのように、どんな移動手段で
結んでいくのかは、
これから市町村と
協働で検討していくよ。

拡大図
だよ

那覇⇔名護間
約59分!!



戦前・戦後の沖縄と他県の比較

沖縄の鉄道

他県の鉄道

沖縄にも、かつては、県民から「ケービン」の
愛称で親しまれた「沖縄県営鉄道」が走ってい
ました。

「与那原線」、「嘉手納線」、「糸満線」の３つの
路線で年間300万人が利用するなど、県民の足
として生活を支えていました。

軽便鉄道は開通から30年あまり活躍してき
ましたが、沖縄戦とともに幕を閉じることとな
ります。

沖縄戦で壊滅した軽便鉄道は、米軍統治下で
は復興されないまま、道路整備が進められまし
た。

日本本土でも、戦禍により鉄道施設は車両・
線路とも大きな被害を受けました。

太平洋戦争を経て荒廃した本土の鉄道です
が、昭和20年には鉄道復興5か年計画が策定さ
れ、昭和23年までに車両の生産力は戦前の水準
まで回復、その翌年には特急列車が復活し，昭
和28年ごろまでに戦前の水準に回復しました。

昭和30年以降、国鉄は、最も復旧の遅れてい
た施設の改良に重点をおいた第一次5カ年計画
を実施し、施設・車両の更新や電化・ディーゼル
化を進めました。

提供　那覇市歴史博物館 

提供　那覇市歴史博物館 

提供　朝日新聞社

提供　朝日新聞社



沖縄県の交通課題と鉄軌道の必要性

渋滞

鉄軌道ができると・・・

鉄軌道都 市 都 市

地 区
地 区

都市間移動

都市内移動

コミュニティバス 等
地区内移動

コミュニティバス 等
地区内移動

路線バス 等

都市内移動
モノレール 等

都市内移動
路線バス 等

鉄道がない沖縄ではこんな問題が・・・・

①高密度な都市構造 ②交通渋滞の慢性化

③運輸部門におけるCO2対策急務

出典：第2次沖縄県地球温暖化
　　　対策実行計画：沖縄県HP

出典：平成27年度全国道路･街路交通情勢調査から作成

運輸部門CO2排出量の
構成が全国平均の1.7倍
※自家用車→鉄道：1/7
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那覇市の旅行速度は
大都市以下

天候に左右されず速く定時で移動でき、住み慣れた地域から通勤・
通学できる、高齢者や外国人を含めたすべての人の移動利便性が
向上、交通渋滞が緩和するなど、多くの点でメリットがあります！

沖縄の歴史的・社会的事情に起因する課題克服には鉄軌道が不可欠です。

沖縄に必要 !

④路線バス利用者数の減少

出典：運輸要覧、運輸概況、都市計画・モノレール課HP

S60→R元
約２倍

S60→R元
約1/4

速達性のある
都市間移動手段(鉄軌道)がない為
沖縄県人口（約145万人）の
約８割が中南部圏に集中
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JR横川駅

十日町
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新長田駅

神戸駅

阪急神戸本線

JR東海道本線

←明石
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他の指定都市の交通機関との比較

沖縄本島中南部と同規模指定都市の人口・面積及び人口密度比較

他県の大都市並の人口密度にも関わらず
沖縄の鉄軌道はモノレールのみ!

提供：広島高速交通株式会社提供：広島電鉄株式会社

提供：広島電鉄株式会社

提供：阪神電気鉄道株式会社

提供：神戸市交通局経営企画課

提供：神戸新交通交通株式会社

同規模の他県の
公共交通

広島市の交通機関

広島市

神戸市

人口：約122万人
面積：約484㎢
密度：2,521人／㎢

人口：約119万人
面積：約907㎢
密度：1,312人／㎢

人口：約151万人
面積：約552㎢
密度：2,736人／㎢

沖縄本島
中南部 約2倍

(人 /㎢）
ほぼ同じ

神戸市の交通機関

新幹線

AGTLRT

路面電車 J　R

新幹線

民間鉄道

地下鉄

AGTJ　R

沖縄本島中南部及び指定都市の人口密度

提供：阪急電鉄株式会社

民間鉄道



鉄軌道の必要性（利用ニーズ）

人 口
122万人
本島中南部

人 口
94万人

北九州市

人 口
119万人

広島市

人 口
110万人

仙台市

出典：Google earth

出典：Google earth

出典：Google earth

出典：Google earth

沖縄都市モノレール

筑豊電鉄　

JR筑豊本線　

JR芸備線　

JR可部線

アストラムライン

JR山陽本線　

路面電車（LRT)

JR東北線　

地下鉄 南北線　

地下鉄 東西線　

JR仙山線　

JR仙石線　

路面電車　

北九州モノレール　

日田彦山線　

JR日豊本線　

JR鹿児島本線　

てだこ浦西

中南部と同規模の都市の鉄軌道ネットワーク

コザ十字路

門司

小倉

折尾

宮島口

広島

名取

仙台

利府

コザ～那覇　22.7㎞　　バス利用→目安：約1時間/890円

宮島口駅～広島駅　21.8 ㎞　　JR+徒歩利用→目安：約 32分 /420 円

名取駅～仙台駅～利府駅　22.7 ㎞　　JR利用→目安：約 42分 /418 円

門司駅～折尾駅　24.6 ㎞　　JR利用→目安：約 41分 /480 円
















